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L

一
計
綜
灘
澱
雛
懸
噛
灘

二
時
よ
り
麗
さ
れ
た
．

出
席
は
理
事
長
、
専
務
理
事
初
め
常

務
理
事
五
名
と
、
長
尺
委
員
十
四
名
で

あ
っ
た
。
欠
席
は
委
員
四
名
で
あ
る
。

会
議
は
先
づ
山
口
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
朝
日
常
務
理
事
よ
り
左
記
案
件
を

．
逐
次
説
明
し
つ
つ
協
議
が
趣
さ
れ
た
。

名
古
屋
市
熱
田
区
西
郊
通
日
比
野
電
停
前

二
一
一
｝
越
し
懸
案
の
金
融
委
員
会
は
、
処
も
続
い
て
朗
読
さ
れ
併
せ
て
協
議
に

十
一
月
七
日
、
中
村
区
禎
宜
町
の
、
松
入
っ
た
。
前
田
委
員
よ
り
組
合
員
が
金

下
電
工
営
桑
所
会
議
室
に
於
て
、
午
後
融
を
要
す
る
の
は
材
料
仕
入
等
で
緊
急

二
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
の
場
合
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
第
九
条

出
席
は
理
事
長
、
専
務
理
事
初
め
常
の
十
日
迄
の
申
込
み
、
一
一
十
日
迄
に
委

務
理
事
五
名
と
、
長
尺
委
員
十
四
名
で
員
会
の
審
議
、
そ
の
後
の
融
資
で
は
間

あ
っ
た
。
欠
席
は
委
員
四
名
で
あ
る
。
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
緊
急

会
議
は
先
づ
山
口
理
事
長
の
挨
拶
の
の
事
態
に
即
し
た
方
法
を
要
望
し
た
。

後
、
朝
日
常
務
理
事
よ
り
左
記
案
件
を
各
委
員
よ
り
も
賛
同
の
声
多
く
、
朝
日

逐
次
説
明
し
つ
つ
協
議
が
な
さ
れ
た
。
常
務
理
事
よ
り
第
九
条
を
再
訂
正
し
て

一
、
金
融
事
業
規
約
審
議
の
件
緊
急
の
場
合
の
処
置
方
法
を
規
約
に
明

二
、
役
員
選
任
の
件
示
す
る
旨
の
答
弁
・
つ
り
、
雲
田
専
務
理

三
、
金
融
事
業
運
営
に
関
す
る
件
事
よ
り
、
来
る
べ
き
理
事
会
に
提
塞
夕

四
、
そ
の
他
る
こ
と
を
約
し
た
。
そ
の
他
の
各
条
に

第
一
案
金
融
事
業
規
約
審
議
の
件
二
、
三
の
質
問
が
あ
っ
た
が
大
差
な
く

金
融
委
員
会
は
「
愛
知
県
板
金
工
業
祖
全
条
諒
承
し
た
。

合
金
註
事
業
規
約
（
昭
和
四
二
年
九
百
第
一
一
案
役
員
選
出
の
件

一
二
日
の
理
事
会
に
於
て
決
定
）
の
第
票
田
専
務
理
事
よ
り
理
皐
長
に
、
規
約

九
条
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
第
九
条
第
四
項
に
よ
り
理
事
長
の
委
嘱

る
が
、
委
員
と
し
て
は
こ
の
事
業
運
営
す
る
委
員
名
の
発
表
を
要
望
、
理
事
長

に
最
も
関
係
の
深
い
規
約
で
あ
る
の
よ
り
副
理
事
長
、
専
務
理
事
及
び
全
篇

で
、
逐
未
毎
に
熱
心
な
質
疑
が
繰
返
さ
務
理
事
を
推
せ
ん
委
堀
す
る
発
表
が
あ

れ
た
。
一
つ
た
後
、
朝
日
常
務
理
事
よ
り
役
員
の

尚
と
の
金
融
事
業
規
約
は
、
本
手
九
選
出
に
つ
き
如
何
す
べ
き
か
を
語
っ
た

月
十
七
日
の
理
事
会
に
於
て
一
部
改
正
処
、
前
田
委
員
、
加
藤
委
員
外
数
名
よ

が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
改
正
さ
れ
た
り
、
委
員
長
と
し
て
朝
日
常
務
理
事
が
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電
話
、
一
六
五
五
・
五
五
一
六

く

第
一
画
金
融
委
員
会

ｌ
士
月
七
岡
に
開
１

由
ｈ
喝

塵
好
光
印

叛
金
エ
具
。
キ
カ
イ

盛
久
印

盛
光
印

園
画
喝

出荷訂や男畢ｴﾛｰ野邑員箔

訓
働
】
膿
‐
‐
轡
凸
釧
削
嗣
聴
局
酢

と
に
な
っ
て
い
る
。

（
理
事
会
、
長
尺
委
員
会
の
開
催
は
、

本
暮
締
切
り
後
の
た
め
会
議
の
内
容
は

次
号
で
報
告
し
ま
す
）

金
融
委
員
氏
名

委
員
長
朝
日
松
信
（
委
嘱
）

副
委
員
長
日
比
野
定
雄
（
東
北
）

″
前
田
義
垂
（
熱
田
、
南
）

常
任
委
員
加
藤
喬
次
（
名
西
）

″
近
藤
健
一
（
中
）

″
大
須
賀
国
雄
（
中
川
、
港
）

″
足
立
永
治
（
東
三
）

″
津
田
米
次
郎
（
刈
谷
）

″
青
木
計
男
（
知
多
）

″
樽
井
神
夫
（
一
宮
）

委
貝
加
藤
千
詞
（
昭
和
）

″
二
村
文
次
郎
（
瑞
穂
）

″
伊
藤
義
三
（
緑
）

″
林
吉
三
郎
（
岡
崎
）

″
高
倉
和
孝
（
瀬
戸
）

″
宮
田
余
雄
（
犬
山
）

″
菱
川
光
善
（
江
南
）

″
坂
野
実
雄
（
西
春
）

″
奥
田
清
治
（
褐
父
江
）

″
柴
田
嘉
市
（
委
嘱
）

″
栗
田
政
雄
（
〃
）

″
村
田
藤
二
（
〃
）

″
烏
居
留
吉
（
〃
）

″
近
藤
良
一
（
〃
）

″
後
藤
多
三
（
〃
）

適
任
と
し
て
指
名
し
た
。
栗
田
専
務
理

事
よ
り
は
先
づ
委
員
長
を
選
出
し
て
、

そ
の
委
員
長
の
指
名
に
よ
り
副
委
員

長
、
常
任
委
員
蓮
選
ぶ
べ
き
が
適
当
な

旨
の
発
言
あ
り
、
一
同
賛
成
、
朝
日
常

務
理
事
は
委
員
長
は
常
務
理
事
級
か
ら

選
ば
ず
、
支
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員

の
う
ち
か
ら
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
し
て

固
辞
さ
れ
た
が
委
員
か
ら
の
就
任
の
要

望
多
く
遂
に
委
員
長
巷
受
任
、
挨
拶
が

あ
っ
た
。
続
い
て
朝
日
常
務
理
事
よ
り

委
邑
垂
と
し
て
、
運
営
の
便
宜
上
か
ら

も
副
委
員
長
は
名
古
屋
市
中
か
ら
選

び
、
常
任
委
員
は
名
古
屋
よ
り
三
名
、

東
三
河
、
西
三
河
、
知
多
、
尾
北
各
方

面
よ
り
一
名
づ
つ
計
四
名
を
選
出
し
た

い
旨
の
庫
出
で
が
あ
り
、
各
委
員
諒
承

し
た
の
で
別
載
の
如
く
選
任
さ
れ
た
。

第
三
案
金
謹
事
業
運
営
に
関
す
る
件

各
委
員
か
ら
意
見
が
多
く
出
さ
れ
活
発

な
討
議
が
続
い
た
。
要
点
次
の
通
り
で

一
の
一
つ
◎

一
、
事
業
開
始
に
つ
い
て

こ
の
十
二
月
よ
り
直
ち
に
実
施
し
た

い
。

先
づ
細
目
に
つ
い
て
の
案
や
準
備
も

組
合
員
で
あ
る
限
り
保
証
人
が
あ
れ

ば
断
り
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

人
情
を
超
越
し
て
断
る
べ
き
で
あ
る

組
合
の
規
定
以
上
の
資
金
借
入
申
込

み
は
ど
う
す
る
か
。

そ
の
と
き
は
規
約
第
十
五
条
に
よ
っ

て
斡
旋
す
る
。

以
上
で
委
員
会
は
終
始
熱
心
に
協
議
さ

れ
午
後
四
時
三
十
分
終
了
し
た
。

画
心
助
も
■
ロ

理
事
会
。
長
尺
委
員
会

’
二
月
一
一
○
日
開
催
ｌ

畢
会
お
よ
び
長
尺
委
員
会
蜂
十
一
二
、
長
尺
屋
根
蔦
並
に
副
資
材
に
関

一
一
十
日
午
竣
一
時
よ
り
松
下
電
工
す
る
件

一
一
に
お
い
て
鷺
さ
れ
、
夫
冷
次
四
そ
の
他

乗
が
審
議
さ
れ
る
。

当
日
東
海
銀
行
作
製
の
映
画

畢
会

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
リ
ー
ズ
第
三
続

夫
乗
農
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
「
あ
な
た
も
管
暑
労
蔦
」

を
今
蕩
に
お
い
て
映
写
、
見
学
す
る
こ

愛

理
事
会
お
よ
び
長
尺
委
員
会
鰹
、
十

一
月
二
十
日
午
俊
一
時
よ
り
松
下
電
工

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
夫
左
次

の
議
案
が
審
議
さ
れ
る
。

理
事
会

一
、
失
乗
保
険
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

件
二
、
金
融
事
業
蕊
約
改
正
の
件

三
、
金
融
事
業
運
営
に
関
す
る
件

四
、
全
日
板
連
表
芸
参
加
に
関
す
る

件
五
、
全
己
板
連
大
会
表
彰
者
推
薦
の

件
六
、
そ
の
他

長
尺
委
員
会

一
、
長
尺
屋
根
施
工
標
準
価
格
制
定
に

関
す
る
件

二
、
関
連
工
事
施
工
会
社
お
よ
び
団
体

と
の
連
絡
協
調
に
関
す
る
件

な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
次
年
度
に

す
べ
き
で
あ
る
。

今
年
度
中
に
準
備
を
完
了
し
て
次
年

度
頭
初
よ
り
実
施
す
べ
き
だ
。

実
施
期
日
は
来
る
理
事
会
の
決
議
に

徒
－
１

二
、
金
融
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
札
つ
き
の
悪
質
な
組
合
員

か
ら
の
軍
入
れ
を
ど
う
す
る
か
。



の
円
滑
な
る
遂
行
を
図
る
を
も
っ
て
目
く
。

的
と
す
る
。
委
刺
員
長
一
人

一
一
、
本
委
員
会
は
定
歎
第
六
三
条
に
よ
副
委
員
長
二
人

り
理
事
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
す
委
員
長
は
本
委
員
会
を
代
表
し
そ
の
業

務
を
執
行
す
る
。
副
委
員
長
に
委
員
長

一
事
本
委
員
会
に
組
合
員
の
借
入
手
形
を
補
庄
し
委
員
長
が
事
故
ま
た
ほ
欠
員

割
引
等
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
組
合
に
の
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
委

お
い
て
定
め
ら
れ
た
る
処
に
よ
り
慎
重
員
長
、
副
委
員
長
催
委
員
会
に
お
い
て

に
信
用
程
度
、
営
業
状
況
、
貸
貸
金
の
委
員
の
う
ち
よ
り
選
任
す
る
。

使
途
を
調
査
審
議
し
理
事
長
に
答
甲
す
六
、
委
員
の
任
期
は
一
幸
と
し
再
選
を

る
。
妨
げ
な
い
。
補
欠
に
よ
り
選
任
さ
れ
た

四
、
本
委
員
会
に
は
次
の
委
員
お
よ
び
も
の
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と

常
任
委
員
を
置
く
。
す
る
。

委
員
二
○
人
以
上
三
○
人
以
内
七
、
委
員
長
は
必
要
に
応
じ
委
員
会
を

常
任
委
員
七
人
招
集
し
て
議
長
と
な
る
。

委
員
は
各
支
部
よ
り
推
薦
さ
れ
た
組
合
八
、
金
融
の
申
込
み
は
毎
月
一
○
日
迄

員
お
よ
び
理
事
長
よ
り
委
堀
さ
れ
た
組
と
し
、
事
務
局
に
於
て
整
理
し
て
一
一
○

合
の
役
員
迄
に
金
融
委
員
会
を
開
催
す
る
。
戸
一
の

常
任
委
員
は
委
員
会
に
お
い
て
互
選
さ
委
員
会
億
正
副
委
員
長
及
び
常
任
委
員

れ
た
委
員
と
す
る
。
そ
の
他
重
要
事
項
の
る
場
合
一

五
、
本
委
員
会
に
は
次
の
役
員
を
直
ぐ
は
委
員
全
員
を
掴
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第
一
条
本
組
合
定
歎
第
一
一
一
章
第
九

条
の
規
定
に
よ
る
組
合
員
に
対
す
る
事

業
資
金
の
貸
付
（
手
形
割
引
を
含
む
）

及
び
組
合
員
の
た
め
に
す
る
そ
の
借
入

事
業
に
つ
い
て
は
こ
の
規
約
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
資
金
）

第
二
条
金
融
事
業
に
必
要
な
資
金
は

祖
合
の
自
己
資
金
及
び
商
工
組
合
中
央

金
庫
及
び
そ
の
他
金
融
機
関
か
ら
の
借

入
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る

（
資
金
の
借
入
）

一五や上－１

>一一・一～~.~一~.－~･一一・一～~｡~~~一.一一ー－１
！あい畦がていわ巨定の上ｉ上

、
第
一
に
組
合
員
の
利
益
の
た
め

い
る
。

か
み
合
い
つ
つ
本
来
の
目
的
に
進
ん
一

の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
二
歩
前
進
・
一
歩
後
退

定
調
震
謂
潔
蕊
困
難
な
組
合
運
営
鐙
難
韓
難
鱗
職
繊
簿
難
瀞
一

巨
的
に
よ
る
事
業
が
な
さ
れ
て
い
る

珊
鰯
糊
叫
耀
瓢
雛
雛
鯖
諦
撫
耀
郷
熱
瀧
黙
燃
韮
珊
柵
一
議
灘
鱗
峨
砿
呼
構
謡
釧
瞬
謡
維
聯
》
職
》
一

龍
鴻
邪
舗
鑑
塞
議
の
綿
諦
竪
邸
謹
評
し
工
腰
霊
瑳
罫
譲
・
圭
難
事
害
製
撰
鮮
鵠
鯛
嬬
絹
袈
鴇
諏
耀
壱
の
酬
い
一

い
え
ど
も
、
業
態
の
規
模
の
相
違
が
て
も
あ
る
者
は
一
銀
行
で
相
手
に
し
い
が
、
さ
て
そ
の
基
準
を
ど
こ
に
昼
報
酬
の
役
員
が
絶
え
ず
理
想
を
待
ち

あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
最
も
困
て
く
れ
な
い
、
又
陰
枠
が
一
杯
で
向
く
か
と
な
る
と
、
余
り
に
も
業
態
の
一
歩
先
の
計
画
を
た
て
つ
つ
、
尚
か

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

ス

ＴＥＬ大阪０６:－３６１．－３０７４

Ⅱ
』

金
融
事
業
規
約

一
■
■
■
■
■
Ａ
１
１
ｒ
、
ｊ
■
日
日
。
Ｄ
０
４
１
１
１
丁
虹
●
０
■
●
０
０
面
倶
日
、
■
ず
匙
Ｊ
日
Ⅱ
■
■
■
■
８
口
あ
Ⅱ
、
Ｊ
Ｒ
■
Ⅱ
■
⑪
。
■
Ｉ
〃
ｑ
ｑ
ｌ
ｒ
、
Ｈ
ｇ
ｇ
Ｂ
自
画
■
■
■
■
０
歩
■
ｑ
Ⅱ
■
日
口
Ⅱ
Ⅱ
■
日
日
Ｈ
ｐ
Ｌ
Ｈ
ｒ
、
必
■
８
凸
●
・
■
■
且
Ｄ
Ｐ
Ｉ
”
Ｊ
■
●
０
■
■
■
■
０
０
″
ｐ
ｑ
０
ザ
ロ
宅
ｐ
■
■
０
。
け
■
Ｂ
ａ
・
日
ｒ
Ｌ
Ｈ
ｐ
ｑ
別
Ⅱ
ｑ
・
・
■
■
Ｊ
ｄ
Ｑ
■
Ｆ
■
、
ｐ
口
一
日
ｕ
ｏ
Ｉ
■
４
口
幻
Ⅱ
■
回
二
■
■
一
Ⅱ
且
ｂ
Ｉ
ｊ
ｐ
Ｌ
０
ず
凡
例
官
８
４
曲
骨
■
■
４
ロ
ロ
グ
ロ
ユ
■
■
汀
弛
、
Ⅱ
。
■
■
■
同
”
ロ
ロ
、
厚
口
叱
Ｈ
■
Ｏ
Ｇ
ロ
．
‘
’
，
参
ｑ
’
ず
《
、

は
識
酷
誕
椎
害
塞
牽
窪
唖
峠
函
缶
ユ
龍
に
舜
琴
》
》
癖
宰
唾
窪
華
諏
↓
一
幅
毛
函
癖
壁
篭
霊
桝
趣
嵯
酎
鍾
唖
電
ぎ
て
適
確
な
数
』
毒
》
》
》
塞
四
》
恥
極
嘩
却
蓉
樗
一

こ
と
で
あ
る
。
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
実
際
は
普
通
預
金
は
沢
山
あ
っ
て
も
軌
道
に
の
っ
て
成
績
を
挙
げ
て
い
い
。

選
ば
れ
て
そ
の
労
災
保
険
の
内
の
一
人
親
方
の
取
必
要
の
な
い
ま
ま
に
当
座
預
金
が
な
る
職
業
訓
練
の
事
業
も
又
、
そ
の
改
組
合
の
仕
事
は
そ
う
希
望
通
り
進
一

役
員
に
な
り
運
扱
い
、
健
康
保
険
に
お
け
る
日
雇
労
く
、
約
手
割
引
の
枠
を
持
っ
て
い
な
正
が
迫
っ
て
各
事
業
主
の
業
態
に
よ
む
も
の
で
は
な
い
、
常
に
二
歩
前
進
．

堂
に
当
る
以
働
者
保
険
の
取
扱
い
。
こ
の
一
一
つ
を
い
業
者
が
多
く
て
、
最
近
の
支
払
い
る
む
づ
か
し
い
問
題
を
目
前
に
し
て
一
歩
後
退
、
理
想
と
反
省
と
交
互
に
一

Ⅱ:女ラニ鳥粗立雨樋胃Ｉ

第
一
案
資
金
の
借
入
に
つ
い
て
必
要

な
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
そ
の
関
係
金

融
機
関
と
協
議
し
て
定
め
る
。

第
四
条
理
事
喧
資
金
の
借
入
に
際
し

連
帯
保
証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
金
の
貸
付
）

第
五
条
組
合
は
組
合
員
の
申
込
み
が

あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
規
約
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
に
お
け
る
融
資
に

充
当
し
得
る
資
金
の
範
囲
内
で
事
業
資

金
の
貸
付
を
行
う
。

第
六
条
貸
付
の
期
間
及
び
償
還
の
方

’
４
２
．
９
．
２
１
制
定
１

１
４
ｓ
・
ｇ
ｏ
ｆ
了
改
正
Ｉ

アイデアの扇印製品

法
は
組
合
借
入
れ
の
条
件
等
に
よ
っ
て

そ
の
都
度
定
め
る
。

第
七
条
貸
付
限
度
は
総
代
会
の
議
決

に
よ
る
。

（
借
入
の
南
込
）

第
八
条
組
合
員
が
借
入
よ
う
と
す
る

と
き
は
組
合
所
定
の
申
込
雪
に
必
要
事

項
を
記
載
し
て
借
入
の
申
込
み
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
金
融
委
員
会
）

第
九
条
一
、
本
委
員
会
は
組
合
員
へ

の
融
資
垂
蔓
彦
の
割
引
を
含
む
）

大阪市北区曾根崎上２の１９

尼崎第一。第二・第三・横浜

』'

尺 雨 樋

｜
ル
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ル
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■
処
１
０
６
０
‐
Ｌ
砲
口
誤
砂
１
．
１
０
１
剖
制
制
引
Ｉ
Ｈ
刷
り
Ⅲ
Ｐ
Ｊ
ｈ
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｑ
ｆ
釦
凹
ｕ
Ｌ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
時
Ｐ
ｒ
ｒ
ｌ
Ｉ
１
■
■
■
巳

日
雇
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い
て
は
・
乙
双
方
が
こ
の
覚
書
を
調
印
成
立
さ
せ

愛
知
県
民
生
部
保
険
課
長
と
、
当
組
合
た
と
き
を
も
っ
て
、
法
第
六
条
に
掲
げ

理
事
長
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
覚
書
に
る
事
業
所
（
以
下
適
用
事
業
所
と
い

基
い
て
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
う
）
と
し
て
法
の
適
用
を
受
け
る
も
の

皆
様
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
に
擬
制
す
る
。

本
年
十
月
よ
り
こ
の
覚
書
の
内
容
が
次
二
、
乙
の
代
表
す
る
組
合
の
構
成
員

の
通
り
改
定
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
（
以
下
組
合
員
と
い
う
）
が
適
用
事
事

ら
せ
し
ま
す
。
所
以
外
の
事
業
所
に
就
労
し
た
場
合
に

党
雪
お
い
て
は
、
こ
れ
を
前
項
に
よ
り
擬
制

愛
知
県
民
生
部
保
険
課
長
（
以
下
甲
と
さ
れ
た
事
業
所
（
以
下
擬
制
適
用
事
業

い
う
）
と
名
古
屋
板
金
工
保
険
組
合
代
〃
所
と
い
う
）
に
就
労
し
た
も
の
と
み
な

表
者
（
以
下
乙
と
い
う
）
は
日
雇
労
働
す
。

健
康
保
険
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
義
務
の
履
行

一
一
○
七
号
、
以
下
法
と
い
う
）
の
擬
制
第
二
条
乙
は
法
の
規
定
を
導
守
す
る

適
用
を
行
な
う
こ
と
に
関
し
て
、
こ
の
と
と
も
に
、
こ
の
覚
書
の
定
め
る
と
こ

覚
書
き
を
取
り
か
わ
し
、
そ
の
条
項
の
ろ
に
よ
り
、
事
業
主
と
し
て
諸
義
務
を

履
行
を
確
約
す
る
誠
実
に
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
剰
謂
蕊
銅
る
組
合
は
、
甲
一
第
一
一
一
認
合
絹
蕊
の
事
案
に
従
事
す

九
、
緊
急
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
金

融
申
込
み
に
つ
い
て
は
前
項
に
よ
ら
ず

随
時
委
員
会
を
開
催
す
る
。

十
、
本
委
員
会
に
要
す
る
費
用
は
組
合

に
お
い
て
支
弁
す
る
。
た
だ
し
本
委
員

会
の
会
議
出
席
の
た
め
に
要
す
る
費
用

は
支
弁
し
な
い
。

）
貸
付
方
法
）

第
十
条
貸
付
は
手
貸
貸
付
証
ま
た
は

雪
貸
付
と
し
金
融
委
員
会
の
認
め
た
保

証
人
二
人
以
上
の
連
帯
保
証
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
保
証
人
の
う
ち

一
人
は
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る

る
。

尚
必
要
あ
り
と
認
め
た
と
き
は
担
保

を
徴
す
る
こ
と
を
得
る
。

。
■
■
叩
・
帆
Ｌ

日
雇
労
働
者
健
康
保
険

擬
制
適
用
の
覚
書
の
改
正

年
月
日
、
脱
退
年
月
日
及
び
毎
月
の
就

労
状
況
（
適
用
事
業
所
、
非
適
尉
事
業

所
別
）
を
記
録
し
た
組
合
員
名
簿
を
、

備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
一
、
乙
は
法
の
定
め
る
健
康
保
険
印
紙

受
払
報
告
書
を
提
出
す
る
際
、
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
、
組
合
員
別
印
紙
ち
ょ
う
付

状
況
調
書
及
び
組
合
員
増
減
調
書
を
甲

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
険
料

第
六
条
乙
は
組
合
員
が
擬
制
画
用
事

業
所
に
就
労
し
た
場
合
に
お
い
て
、
保

険
料
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と

す
る
。

二
、
乙
は
前
項
の
納
付
義
務
種
負
う
ほ

か
、
組
合
員
が
適
用
事
業
所
又
は
擬
制

適
用
事
業
所
に
就
労
し
た
こ
と
に
よ
り

被
保
険
者
手
帳
に
ち
ょ
う
付
さ
れ
た

健
康
保
険
印
紙
が
一
月
に
つ
き
二
○
枚

に
満
た
な
い
分
の
保
険
料
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
乙
が
納
付
す
る
保
険
料
は
す
べ
て

第
一
級
の
健
康
保
険
印
紙
に
よ
る
も
の

と
す
る
。受

給
資
格
の
確
認

第
七
条
組
合
員
が
受
給
資
格
の
確
認

を
受
け
る
に
は
、
そ
の
申
請
垂
し
た
日

の
属
す
る
月
前
の
組
合
員
で
あ
っ
た
各

月
に
お
い
て
、
二
○
日
分
の
保
険
料
が

納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

詐
踊
輔
睡
瀧
い
濯
編
一

る
。

規
約
の
認
可

第
八
条
覚
雪
に
定
め
る
条
項
を
実
施

す
る
た
め
、
乙
は
そ
の
代
表
す
る
組
合

の
綱
領
若
と
は
規
約
又
ほ
こ
れ
に
準

ず
べ
き
も
の
を
作
成
し
、
甲
の
認
可
を

う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問
検
査
等

第
九
条
甲
は
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

乙
又
は
組
合
員
に
対
し
て
交
替
そ
の
他

の
物
件
の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
命
じ

こ
れ
ら
の
者
か
烏
告
を
求
め
、
又
は

当
該
職
員
に
事
業
所
に
立
ち
入
っ
て

乙
、
組
合
員
そ
の
他
の
関
侭
に
質
問

さ
せ
、
若
し
く
は
帳
簿
そ
の
他
の
鍵

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

規
定
外
事
項
の
指
示

第
十
条
甲
は
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

乙
に
対
し
て
法
及
び
こ
の
覚
書
に
定
め

の
な
い
事
項
に
つ
い
て
指
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

富士長尺金属蕊
名古屋営業所ｌ
ＴＥＬ４６１－６２６１

本社/東京都中央区日木播
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‐
１
１
１
１
‐
ｊ
１
ｌ
ｊ
‐
Ｉ
’
得
々
一
『
画
１
１
１
１
‐
‐
Ⅱ
１
Ｊ
１
・
ｑ
Ｉ
‐
１
１
１
．

一
一
、
乙
は
毎
月
五
一
口
員
総

員
の
被
保
険
者
手
帳
及
び
受
給
資
格
者

票
を
一
括
し
て
甲
に
提
出
し
、
当
該
月

に
係
る
受
給
資
格
の
確
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
一
一
、
第
二
項
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
組

合
員
の
う
ち
第
一
項
の
要
件
を
具
備
し

（
調
査
資
料
の
提
出
並
び
に
秘
密
保
持

痔
）第

十
一
条
借
入
の
申
込
み
を
し
た
組

合
員
は
委
員
会
よ
り
要
求
が
あ
れ
ば
委

員
会
に
対
し
最
近
の
貸
付
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
そ
の
他
営
窯
内
容
の
判

断
に
必
要
な
帳
簿
雨
そ
の
他
証
拠
書
類

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
金
融
委
員
は
融
資
以
外
の

目
的
の
た
め
に
金
融
事
業
に
よ
る
秘
密

を
も
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
貸
付
金
の
返
済
方
法
）

第
十
三
条
一
、
貸
付
金
の
返
済
方
法

並
び
に
貸
付
の
期
間
、
利
息
お
よ
び
手

数
料
は
総
代
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

富士長－７５

富士長75は全く新しい

アイデアにより完全水

密性をもつ屋根．壁材

る
日
雇
労
務
者
の
う
ち
次
の
職
種
又
は

技
能
を
有
す
る
者
は
、
甲
の
承
認
を
受

け
て
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

一
つ
。

板
金
工

組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退

第
四
条
乙
は
そ
の
代
表
す
る
組
合
に

加
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
が
あ
る
と
き

は
、
前
条
の
承
認
を
受
け
る
た
め
、
組

合
員
加
入
承
認
申
請
書
を
甲
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
乙
は
組
合
を
脱
退
し
た
者
が
為
る

と
き
は
、
五
日
以
内
に
、
そ
の
氏
塁
脱

退
の
日
及
び
そ
の
事
由
等
を
記
誠
肥
た

届
書
を
、
甲
に
提
出
し
な
け
れ
ば
に
ら

な
い
。

帳
簿
等

第
五
条
乙
は
そ
の
事
務
所
に
組
合
員

の
氏
名
、
性
別
、
年
令
、
住
所
、
加
入

二
、
垣
と
っ
て
い
る
場
合

は
限
度
内
と
言
え
ど
も
重
垣
て
融
資
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
雑
則
）

第
十
四
条
組
合
員
が
貸
付
金
の
返
済

を
終
了
し
な
い
前
に
脱
退
申
出
ま
た
は

除
名
に
よ
り
組
合
を
脱
退
し
た
と
き
は

そ
の
と
き
金
額
を
払
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
五
条
本
組
合
の
規
約
に
定
め
る

範
囲
を
超
え
て
融
資
を
受
け
た
い
組
合

員
に
対
し
て
は
、
金
融
委
員
会
に
お
い

て
審
査
の
上
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、

金
融
機
関
に
幹
旗
す
る
こ
と
が
で
き
る

そ
の
と
き
理
事
は
連
帯
保
証
を
し
な
い

1章王皇息霊

愛
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を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
覚
書
成

立
の
証
と
し
て
、
本
覚
書
二
通
を
作
成

し
、
双
方
記
名
調
印
の
う
え
、
各
一
通

を
そ
れ
ぞ
れ
所
痔
す
る
も
の
と
す
る
。

昭
和
四
十
三
年
十
月
一
日

甲
、
愛
知
県
民
生
部
保
険
課
長
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党
議
の
破
棄

第
十
一
条
甲
は
乙
又
催
組
合
員
が
法

文
は
こ
の
覚
雪
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
違

反
し
た
と
き
は
、
覚
雪
を
破
棄
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

二
、
乙
は
覚
書
の
破
棄
に
と
も
な
う
一

切
の
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
。

覚
書
の
失
効

第
十
一
一
条
関
係
法
令
の
改
廃
等
に
よ

り
、
こ
の
覚
書
に
定
め
る
条
項
の
全
部

又
は
一
部
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
覚
雪
は
効
力
を

失
う
も
の
と
す
る
。

法
の
適
用

第
十
三
条
こ
の
覚
書
に
定
め
る
条
項

の
ほ
か
は
、
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

覚
雪
の
有
効
期
間

第
十
四
条
こ
の
覚
書
は
、
昭
和
四
十

三
年
十
月
一
日
か
ら
、
一
ケ
年
間
効
力
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製造元

日
雇
労
勘
考
健
康
保
険
の
擬
制
適
用
四
、
日
雇
労
鋤
者
健
康
保
険
被
保
険
者
一
も
差
し
室
え
な
い
も
の
と
す
る
。

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
民
生
部
手
帳
の
更
新
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
と
一
八
覚
書
調
印
成
立
後
の
甲
の
事
務
』

保
険
課
長
と
、
本
組
合
の
理
事
長
と
の
き
は
、
様
式
第
四
号
に
よ
る
日
雇
労
働
乙
の
事
務
所
（
支
部
設
置
組
合
に
胃

間
に
締
話
さ
れ
て
い
る
覚
書
に
基
い
て
老
庭
康
保
険
被
保
険
者
手
帳
更
新
交
付
て
は
支
部
の
事
務
所
）
の
所
在
地
雲

行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
十
月
申
請
雪
に
よ
り
行
な
う
こ
と
。
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
長
と
す
る
。

一
日
付
を
も
っ
て
そ
の
覚
雪
の
一
部
が
五
、
覚
書
第
四
条
二
項
の
規
定
に
よ
り
追
而
一
に
基
ず
く
新
視
加
入
の
場
へ

改
定
さ
れ
た
上
に
、
左
記
の
よ
う
に
指
組
合
を
脱
退
し
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
認
し
》
奉
樗
率
唾
封
麺
辱
畢
鐸
雷
窒
一

示
が
あ
り
ま
し
た
。
様
式
第
五
号
に
よ
る
組
合
脱
退
届
を
提
員
又
は
、
医
師
の
証
明
を
受
け
る
こ
し

記
出
す
る
こ
と
。
本
人
は
板
金
工
で
あ
る
こ
と
を
明
奇

一
、
組
合
代
表
者
（
以
下
乙
と
い
う
）
一
へ
覚
書
第
五
条
に
規
定
す
る
組
合
員
す
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
し
て
下
さ
恥

は
覚
書
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
唯
二
一
一
二
二
一
一
二
一
一
二
一
二
二
二
一
一
二
一
二
一
一
三
一
二
一
二
三
三
一
一
二
二
二
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
号
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
二
一
一
に

後
記

組
合
に
加
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
が
Ⅲ

あ
る
と
き
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
組
州
柿
食
え
ば
鐙
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺

合
加
入
承
認
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
一
岬
秋
深
し
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ

二
、
愛
知
県
民
生
部
保
険
課
長
（
以
下
州
晩
秋
の
気
配
が
濃
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
朝
晩
肌
寒
く
、
日
も
短
か
Ⅷ

甲
と
い
う
）
は
一
に
よ
り
申
請
雪
を
受
州
く
、
働
き
易
い
季
節
な
が
ら
作
業
能
率
の
あ
が
ら
な
い
昨
今
で
す
。
Ｍ

理
し
、
承
認
し
た
と
一
｛
ほ
、
様
式
第
一
一
州
秋
冷
の
侯
、
夫
禽
に
旅
行
等
で
の
慰
安
も
行
な
は
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
Ⅷ

号
に
よ
る
組
合
加
入
承
認
通
知
書
を
送
岬
す
。
遊
び
は
本
来
休
養
の
筈
で
す
が
、
旅
は
可
成
り
気
疲
れ
の
も
の
で
皿

叩
折
角
の
保
養
の
た
め
の
も
の
が
逆
効
果
に
も
な
り
か
ね
な
い
も
の
で
す
。
州

付
す
る
こ
と
。

な
お
組
合
が
入
年
月
日
は
、
申
請
雪
琶
岬
強
行
軍
の
長
途
旅
行
は
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

甲
が
受
理
し
た
日
が
月
の
一
千
日
前
で
州
毎
日
の
屋
外
作
業
で
梯
子
の
昇
り
降
り
足
場
、
桟
猛
等
の
床
板
（
み
ち
州

あ
る
と
き
は
、
そ
の
月
の
初
日
と
し
、
州
板
）
の
往
復
を
操
返
し
て
い
て
も
、
習
慣
は
恐
し
い
も
の
で
さ
ほ
ど
の
叩

一
一
十
一
日
以
降
で
あ
る
と
き
は
そ
の
翌
州
疲
労
も
感
じ
な
い
日
常
な
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
の
休
日
の
行
事
で
反
州

岬
っ
て
疲
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

月
の
初
日
と
す
る
。

三
、
一
に
よ
り
新
規
加
入
者
が
あ
る
と
州
正
月
も
後
二
ヵ
月
、
来
る
べ
き
歳
に
向
っ
て
段
点
塞
ぐ
な
る
一
日
一
日
い

き
は
、
様
式
室
一
一
号
に
よ
り
日
雇
労
働
州
芝
元
気
に
働
い
て
下
さ
い
。

者
健
康
保
険
者
手
帳
交
付
申
請
書
に
ょ
州
薙
十
旗
隣
一
龍
詑
号
蕊
蕊
諾
禰
鴇
二
号
と
し
川

・
罰
一
一
一
一
二
一
〃
一
一
一
一
『
萱
一
一
一
三
一
一
一
三
三
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
三
屍
一
一
三
三
三
一
一
一
一
二
一
一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
一
二
一
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日
雇
労
働
者
睦
康
保
険
の
擬
制
適

用
を
行
う
こ
と
に
関
す
る
覚
書
の

実
施
要
鎮
に
つ
い
て
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鰯

地
方
事
務
官
池
田
舜
一
③

乙
組
合
代
表
者

住
所
名
古
屋
市
熱
田
区
西
郊
通
一
一
一

丁
目
三
番
地

氏
名
名
古
屋
板
金
工
保
険
組
合

組
合
長
山
口
音
吉
③

翠

名
簿
は
、
様
式
第
六
号
と
す
る
こ
と
、

な
お
同
条
二
項
に
規
定
す
る
印
紙
受
払

報
告
書
、
様
式
第
七
号
、
組
合
員
別
印

紙
ち
ょ
う
付
状
況
調
書
、
様
式
第
八
号

並
び
に
組
合
員
増
減
調
書
様
式
第
九
号

は
当
該
月
の
翌
月
の
七
日
ま
で
に
提

出
す
る
こ
と
。

覚
書
第
セ
条
二
項
に
規
定
す
る
受
給

資
格
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
周
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
組
合
員
の
被
保
険
者

手
帳
を
一
括
提
示
し
、
受
給
資
格
者
票

に
つ
い
て
は
、
個
友
に
確
認
を
う
け
て

も
差
し
支
え
な
い
も
の
と
す
る
。

八
覚
書
調
印
成
立
後
の
甲
の
事
務
は

乙
の
事
務
所
（
支
部
設
置
組
合
に
つ
い

て
は
支
部
の
事
務
所
）
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
長
と
す
る
。

追
而
、
一
に
基
ず
く
新
視
加
入
の
場
合

は
住
民
票
及
び
、
加
入
申
請
雪
、
就

労
し
得
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
民
生
委

員
又
は
、
医
師
の
証
明
を
受
け
る
こ
と

本
人
は
板
金
工
で
あ
る
こ
と
を
明
記

す
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
し
て
下
さ
い
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